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○ＥＸ－ＩＣサービス運送約款 

 

東海旅客鉄道株式会社 

 

 

旅客及び荷物営業規程（平成２年 10 月社達第 44 号）第６条第 15 号の規定に基づきＥＸ

－ＩＣサービス運送約款を次のように定める。 

 

ＥＸ－ＩＣサービス運送約款 

目 次 

第１章 総則（第１条－第３条） 

第２章 ＥＸ－ＩＣ運送契約の締結（第４条－第５条） 

第３章 ＥＸ－ＩＣ運送契約の内容（第６条－第８条） 

第４章 ＥＸ－ＩＣカード等による入出場等（第９条－第 16 条） 

第５章 効力（第 17 条－第 24 条） 

第６章 輸送障害（第 25 条－第 29 条） 

第７章 システム等の障害（第 30 条－第 31 条） 

第８章 ＩＣ乗車票（第 32 条－第 39 条） 

第９章 その他（第 40 条） 

 

第１章 総則 

（この約款の目的） 

第１条 この約款は、東海旅客鉄道株式会社（以下「当社」といいます。）が提供する「Ｅ

Ｘ－ＩＣサービス」又は当社以外の交通事業者（以下「他社」といいます。）が提供する

同様のサービスのうち当社が認定するサービス（以下、総称して「ＥＸ－ＩＣサービス

等」といいます。）により締結する別に定める鉄道路線（以下「ＥＸ－ＩＣ路線」といい

ます。）の旅客運送契約（以下「ＥＸ－ＩＣ運送契約」といいます。）の内容について定

めるものです。 

（注）他社とは、次の交通事業者をいいます。 

西日本旅客鉄道株式会社 

２ ＥＸ－ＩＣ路線のうち、当社線及び当社線と他社の経営する鉄道路線（以下「他社線」

といいます。）に関わる旅客の運送等については、別に定める場合を除いて、この約款を

適用します。 

（注）他社線相互発着となる旅客運送契約の内容等については、当該他社の定めるところ

によります。 

３ ＥＸ－ＩＣ運送契約に関して、この約款に定めのない事項については、当社又は他社
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の定めるエクスプレス予約サービスに関する会員規約等（以下「会員規約等」といいま

す。）及び東海旅客鉄道株式会社旅客営業規則（以下「旅客規則」といいます。）その他

の旅客運送約款（以下、総称して「旅客規則等」といいます。）によるものとします。 

（注）会員規約等に含まれるものは、次の規約等です。 

当社が定める規約 

JR 東海エクスプレスサービス会員規約  

エクスプレス予約サービスに関する特約  

エクスプレス予約サービス（JCB ビジネス）に関する特約 

エクスプレス予約サービス（三井住友エクスプレスコーポレートカード）に関する特約 

エクスプレス予約サービス（ＵＣコーポレート）に関する特約 

エクスプレス予約サービス（ＭＵＦＧカードコーポレート）に関する特約 

エクスプレス予約サービス（ＤＣコーポレート）に関する特約（個別払い方式） 

エクスプレス予約サービス（ＤＣコーポレート）に関する特約（一括払い方式） 

エクスプレス予約サービス（ＴＳ ＣＵＢＩＣ コーポレート）に関する特約 

エクスプレス予約グリーンプログラム特約  

エクスプレス予約コーポレートサービス（コーポレート）規約 

エクスプレス予約コーポレートサービス（Ｅ予約専用）規約 

JR 東海ＥＸ－ＩＣサービス規約（個人会員、一般法人会員／特別法人会員用）  

JR 東海ＥＸ－ＩＣサービス規約（法人） 

JR 東海ＥＸ－ＩＣサービス規約（ビジネス） 

JR 東海ＥＸ－ＩＣサービス規約（提携コーポレート用） 

JR 東海ＥＸ－ＩＣサービス規約（コーポレート） 

JR 東海ＥＸ－ＩＣサービス規約（Ｅ予約専用） 

JR 東海エクスプレスサービス会員規約（ビューカード会員用）  

エクスプレス予約サービスに関する特約（ビューカード会員用）  

JR 東海ＥＸ－ＩＣサービス規約（ビューカード個人会員用）  

他社の定める規約 

エクスプレス予約サービス（Ｊ－ＷＥＳＴカード（エクスプレス））に関する特約 

エクスプレス予約コーポレートサービス（Ｅ予約専用Ｗ）規約 

ＥＸ－ＩＣサービス（Ｊ－ＷＥＳＴカード（エクスプレス））に関する特約 

ＥＸ－ＩＣサービス（Ｅ予約専用Ｗ）規約 

エクスプレス予約グリーンプログラム特約 

４ この約款と会員規約等又は旅客規則等との間で重複又は競合する内容については、こ

の約款が優先するものとします。 

（用語の意義） 

第２条 この約款における主な用語の意義は次の各号に掲げるとおりとします。 
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(1)「ＩＤ」とは、ＥＸ－ＩＣサービス等において、お客様を識別するためにお客様ごと

に付与された固有の番号をいいます。 

(2)「ＥＸ－ＩＣカード等」とは、当社若しくは他社がＥＸ－ＩＣサービス等を利用する

お客様に貸与したＩＣチップを内蔵するカード（以下「ＥＸ－ＩＣカード」といいま

す。）又はＥＸ－ＩＣ運送契約によりＥＸ－ＩＣ路線に乗車する際に別に定める駅にお

ける入出場に使用するものとして当社が登録した携帯電話機（以下「ＥＸ－ＩＣ携帯

電話機」といいます。）をいいます。ただし、ＥＸ－ＩＣカード又はＥＸ－ＩＣ携帯電

話機のＩＣチップが有している在来線用のＩＣカード乗車券に係る機能は含みません。 

(3)「ＩＣチップ固有番号」とは、ＥＸ－ＩＣカード等を識別するためにＥＸ－ＩＣカー

ド等のＩＣチップごとに付与された固有の番号をいいます。 

(4)「ＥＸ－ＩＣ乗車」とは、ＥＸ－ＩＣ運送契約に基づき、ＥＸ－ＩＣ路線に乗車する

ことをいいます。 

(5)「ＩＣ窓口」とは、別に定めるＥＸ－ＩＣカード等の処理を行う箇所をいいます。 

(6)「ＩＣ自動改札機」とは、駅において別に定める改札口に設置されたＥＸ－ＩＣカー

ド等の処理を行う改札機等をいいます。 

(7)「ＩＣ乗車票」とは、ＥＸ－ＩＣカード等の不具合等によりＩＣ自動改札機を通過で

きない場合にＥＸ－ＩＣカード等に代わるものとして発行する、ＥＸ－ＩＣ運送契約

において約定した乗車列車、区間、利用設備等ＥＸ－ＩＣ運送契約に基づく旅客運送

請求権の主な内容が記載された証票をいいます。 

(8)「システム等」とは、ＥＸ－ＩＣサービス等の提供及びＥＸ－ＩＣ運送契約の履行に

必要なシステム、機器、ネットワークその他の設備をいいます。 

２ この約款に定めのない用語の意義については、会員規約等又は旅客規則等の定めると

ころによるものとします。 

（この約款の変更） 

第３条 この約款（この約款において、別に定めるとしている事項を含みます。）は、事前

に通知することなく変更される場合があり、変更後は変更後の内容のみ有効とします。

ただし、この約款の変更の時点で成立しているＥＸ－ＩＣ運送契約(成立後に契約内容を

変更したものを含みます。)については、別段の定めをしない限り、この約款の変更後で

あってもその契約が成立した時の約款によるものとします。 

 

第２章 ＥＸ－ＩＣ運送契約の締結 

（ＥＸ－ＩＣ運送契約の締結等の成立時期） 

第４条 ＥＸ－ＩＣ運送契約の締結、変更、解約等が成立する時期は、会員規約等の定め

るところによります。 

（ＥＸ－ＩＣ運送契約の締結等の方法） 

第５条 ＥＸ－ＩＣ運送契約の締結、変更、解約等の方法は、会員規約等の定めるところ
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によります。 

 

第３章 ＥＸ－ＩＣ運送契約の内容 

（運賃等） 

第６条 ＥＸ－ＩＣ運送契約の運賃等は、別に定めるものとし、それをＥＸ－ＩＣサービ

ス等のウェブサイト又はパンフレット等によりお知らせします。 

（ＥＸ－ＩＣ運送契約） 

第７条 ＥＸ－ＩＣ運送契約は、乗車区間等の条件によっては、他の旅客運送契約と比較

して運賃等が高額となる等、利用条件に制約がある場合があります。 

（ＥＸ－ＩＣ運送契約の内容確認） 

第８条 締結等したＥＸ－ＩＣ運送契約の内容確認の方法、時間、期間等は会員規約等の

定めるところによります。 

 

第４章 ＥＸ－ＩＣカード等による入出場等 

（ＥＸ－ＩＣカード等） 

第９条 ＥＸ－ＩＣ乗車をする場合、ＥＸ－ＩＣ運送契約締結時に使用したＩＤに対応し

たＥＸ－ＩＣカード等及び別に定める場合を除き同契約の決済用カードが必要です。 

２ １回のＥＸ－ＩＣ乗車に対して複数のＥＸ－ＩＣカード等を使用することはできませ

ん。 

（入場） 

第 10 条 ＥＸ－ＩＣ乗車のため駅において入場する際には、ＥＸ－ＩＣカード等を使用し、

ＩＣ自動改札機を通過しなければなりません。 

２ 前項の定めによる入場の際には、ＩＣ自動改札機において、お客様が使用するＥＸ－

ＩＣカード等のＩＣチップ固有番号と、ＥＸ－ＩＣ運送契約締結時に使用したＩＤに対

応するＥＸ－ＩＣカード等のＩＣチップ固有番号をＩＣ自動改札機により照合すること

によって、当該お客様がＥＸ－ＩＣ運送契約に基づく旅客運送請求権の権利者であるこ

との確認を行います。 

３ 前項の定めによる確認ができた場合には、ＩＣ自動改札機によりＥＸ－ＩＣカード等

にＥＸ－ＩＣ運送契約の内容の一部及び入場情報（以下、これを「入場情報等」といい

ます。）を書き込みます（以下、これを「入場処理」といいます。）。 

４ 入場処理が正常に終了した時点で、ＥＸ－ＩＣ運送契約の履行を開始したものとしま

す。 

５ 入場処理ができなかった場合には、ＥＸ－ＩＣ運送契約締結に基づく旅客運送請求権

を行使することはできません。ただし、ＩＣ自動改札機の障害等お客様の責任とならな

い事由により入場処理ができなかった場合はこの限りではありません。 

６ 入場はＥＸ－ＩＣ運送契約において約定した乗車日当日に限って可能です。 
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（ＩＣご利用票） 

第 11 条 入場処理が正常に終了した場合には、ＩＣ自動改札機によりＥＸ－ＩＣ運送契約

の主な内容が記載されたＩＣご利用票を発行します。 

２ ＩＣご利用票は着駅までの間はお客様自身で所持するものとします。 

（入場情報等の取消） 

第 12 条 入場後であっても、列車に乗車する前であって、係員が特に認めた場合には、Ｅ

Ｘ－ＩＣカード等に書き込まれた入場情報等を消去することができます。 

（ＥＸ－ＩＣカード等の呈示等） 

第 13 条 入場後は、係員は、駅及び列車内において、いつでもＥＸ－ＩＣカード等の呈示

及び入場処理の際にＥＸ－ＩＣカード等に書き込まれた入場情報等の確認を請求するこ

とができます。 

２ 列車内に限り、係員が認めた場合はＩＣご利用票の呈示をもって前項に定めるＥＸ－

ＩＣカード等の呈示等に代えることができます。 

（出場） 

第 14 条 ＥＸ－ＩＣ乗車をしたお客様が着駅において出場する際には、入場する際に使用

したＥＸ－ＩＣカード等を使用してＩＣ自動改札機を通過しなければなりません。 

２ 前項に定める出場の際には、入場処理の際にＥＸ－ＩＣカード等に書き込まれた入場

情報等を確認し、その確認ができたときは、入場処理の際にＥＸ－ＩＣカード等に書き

込まれた入場情報等を消去します（以下、これを「出場処理」といいます。）。 

３ 出場処理が正常に終了したか否かにかかわらず、ＩＣ自動改札機を通過した時点で、

ＥＸ－ＩＣ運送契約の履行を完了したものとします。 

４ 出場処理がされていないＥＸ－ＩＣカード等に対して別のＥＸ－ＩＣ運送契約に基づ

く入場処理を受けることはできません。ただし、出場処理がされていない理由が明らか

な場合は、係員に申し出て出場処理を受けることができます。 

（同一日に同一駅を発駅とする場合） 

第 15 条 ＥＸ－ＩＣ運送契約を締結する時点で、同一日に同一駅（この条に限り東京駅と

品川駅は同一駅とみなします。）を発駅とする別のＥＸ－ＩＣ運送契約がある場合、新た

に締結したＥＸ－ＩＣ運送契約について、ＥＸ－ＩＣカード等によりＩＣ自動改札機を

通過して入場することはできません。このとき、新たに締結したＥＸ－ＩＣ運送契約に

基づく旅客運送請求権を行使する場合には、第８章に定めるＩＣ乗車票を受け取って入

場することになります。 

（乗換改札口に設置されたＩＣ自動改札機） 

第 16 条 別に定める場合を除き、ＥＸ－ＩＣ路線とその他の路線の乗換改札口に設置され

たＩＣ自動改札機をＥＸ－ＩＣカード等又は第８章に定めるＩＣ乗車票のみで通過する

ことはできません。 
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第５章 効力 

（契約に基づく乗車） 

第 17 条 ＥＸ－ＩＣ運送契約では、約定した乗車日、区間、乗車列車及び利用設備に限り

乗車できます。ただし、利用設備を自由席とするＥＸ－ＩＣ運送契約においては、約定

した乗車日に約定した区間を自由席にて１回乗車できます。 

２ 別に定める特別な旅客運送契約を選択した場合を除き、ＥＸ－ＩＣ運送契約では、約

定した区間の途中駅から入場し、乗車することができます。ただし、このときＥＸ－Ｉ

Ｃカード等によりＩＣ自動改札機を通過して入場することはできないため、ＩＣ乗車票

を受け取って乗車することになります。 

３ 別に定める特別な旅客運送契約を選択した場合を除き、ＥＸ－ＩＣ運送契約では、約

定した区間の途中駅で下車し、出場することができます。このとき、出場した時点で、

ＥＸ－ＩＣ運送契約の履行を完了したものとします。 

４ 前２項の定めにより約定した区間の途中駅から入場し乗車した場合又は途中駅で下車

し出場した場合であっても、乗車しなかった区間の乗車又は運賃等の払いもどしの請求

はできません。 

５ ＥＸ－ＩＣ運送契約では、約定した区間のＥＸ－ＩＣ路線に限り乗車できるものとし、

その他の路線の乗車を請求することはできません。 

（契約内容の変更） 

第 18 条 ＥＸ－ＩＣ運送契約は、入場（第８章の定めによりＩＣ乗車票を受け取って入場

する場合は、その受取。以下本章において同じ。）前に限り、その乗車日、区間、乗車列

車又は利用設備を変更することができます。ただし、別に定める特別な旅客運送契約を

選択した場合を除きます。 

２ 前項の定めにかかわらず、係員が承諾した場合は、入場後であっても、ＥＸ－ＩＣ運

送契約で約定した区間の全部又は一部の区間について、次の各号に掲げる変更を取り扱

うことがあります。 

(1) 乗車列車の変更（ただし、ＥＸ－ＩＣ運送契約において約定した乗車列車が約定し

た発駅を出発する時刻より前に申し出た場合に限ります。） 

(2) 利用設備の変更 

３ 前項に定める変更を行った場合の運賃等の取扱いは、次の通りとします。 

(1) 自由席から普通車指定席への変更 

変更前のＥＸ－ＩＣ運送契約において約定した区間に対する旅客規則に定める自由

席特急料金又は特定特急料金を収受しているものとみなし、これと変更後の区間及び

利用設備に対する旅客規則に定める指定席特急料金との差額を収受します。 

(2) 自由席又は普通車指定席から特別車両への変更 

変更前が自由席の場合は、変更前のＥＸ－ＩＣ運送契約において約定した区間に対

する旅客規則に定める自由席特急料金又は特定特急料金を収受しているものとみなし、
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これと変更後の区間及び利用設備に対する旅客規則に定める指定席特急料金及び特別

車両料金の合計との差額を収受します。変更前が普通車指定席の場合は、特別車両を

利用した区間に対する旅客規則に定める特別車両料金を収受します。 

(3) その他の変更 

変更前のＥＸ－ＩＣ運送契約において約定した区間及び利用設備に対する旅客規則

に定める料金を収受しているものとみなし、これと変更後の区間及び利用設備に対す

る旅客規則に定める料金を比較し、過剰額があっても払いもどしはいたしません。 

４ ＥＸ－ＩＣ運送契約で約定した着駅を超えて乗車することはできません。ただし、係

員の承諾を得た場合は、約定した着駅を超えて乗車することができます。この場合、Ｅ

Ｘ－ＩＣ運送契約で約定した着駅から実際の下車駅までの区間の旅客規則に定める普通

旅客運賃及び利用設備に対する料金を別途収受します。また、ＥＸ－ＩＣ運送契約で約

定した着駅を超えて乗車した時点で、ＥＸ－ＩＣ運送契約の履行を完了したものとしま

す。 

５ 前項ただし書の定めにより約定した着駅を超えて乗車した場合、出場の際にＥＸ－Ｉ

Ｃカード等を係員に呈示し、ＥＸ－ＩＣカード等の出場処理を受けるものとします。な

お、ＥＸ－ＩＣカード等の出場処理を受けられない駅で出場する場合は、後刻、東海道

新幹線・山陽新幹線のいずれかの駅のＩＣ窓口においてＥＸ－ＩＣカード等の処理を受

けるものとします。 

（ＥＸ－ＩＣ運送契約の解除） 

第 19 条 ＥＸ－ＩＣ運送契約は、入場前に限り解除することができます。ただし、利用設

備を普通車指定席又は特別車両とするＥＸ－ＩＣ運送契約の解除は、当該契約において

約定した乗車列車が約定した発駅を出発する時刻までに解除が成立した場合に限って取

り扱います。 

２ 前項に定める解除を行った場合は、払いもどし手数料として 300 円を収受します。た

だし、別に定める特別な旅客運送契約を選択した場合には、別の額とすることがあります。 

（約定した乗車列車に乗り遅れた場合の取扱い） 

第 20 条 ＥＸ－ＩＣ運送契約において約定した乗車列車が約定した発駅を出発する時刻を

経過した場合、前２条に定める契約内容の変更又は契約の解除を請求することはできま

せん。 

２ 別に定める特別な旅客運送契約を選択した場合を除き、ＥＸ－ＩＣ運送契約において

約定した乗車列車が約定した発駅を出発する時刻を経過した場合であっても、乗車日当

日の後続の列車の自由席であれば、ＥＸ－ＩＣ運送契約において約定した区間を１回に

限り乗車することができます。 

３ 前項の定めにかかわらず、利用設備を特別車両とするＥＸ－ＩＣ運送契約を締結して

いたお客様にあっては、別に定める特別な旅客運送契約を選択した場合を除き、運輸上

支障がなく特別車両に十分な空席がある場合に限り、係員の承諾を得て後続の列車の特
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別車両にてＥＸ－ＩＣ運送契約において約定した区間を１回に限り乗車することができ

ます。 

（入場しない場合の取扱い） 

第 21 条 ＥＸ－ＩＣ運送契約において約定した乗車日の営業時間終了時までに入場しなか

った場合は、当該契約を解除し、ＥＸ－ＩＣ運送契約の運賃等から次項に定める払いも

どし手数料を差し引いた額を払いもどしいたします。 

２ 払いもどし手数料は、普通車指定席又は特別車両のＥＸ－ＩＣ運送契約にあっては区

間ごとに別に定める額、自由席のＥＸ－ＩＣ運送契約にあっては 300 円とします。ただ

し、別に定める特別な旅客運送契約を選択した場合には、別の額とすることがあります。 

（払いもどし等を取り扱う箇所） 

第 22 条 ＥＸ－ＩＣ運送契約の運賃等の払いもどし等（他の章の定めによる払いもどし等

を含みます。）を駅で取扱う場合には、ＩＣ窓口においてのみ取り扱うこととします。 

（ＥＸ－ＩＣカード等の不所持） 

第 23 条 第 13 条の定めによる係員からの請求時にＥＸ－ＩＣカード等の呈示等がなされ

なかった場合又は出場時に第 14条第１項に定めるＥＸ－ＩＣカード等を使用したＩＣ自

動改札機の通過ができなかった場合（システム等の障害その他当社又は他社の原因によ

りＩＣ自動改札機を通過できなかった場合を除きます。）は、旅客規則第 268 条に定める

乗車券類の紛失として取扱います。ただし、その後当該ＥＸ－ＩＣカード等による出場

等がなかったことが確認できた場合には、当初のＥＸ－ＩＣ運送契約の運賃等及び増運

賃・増料金を収受していた場合の当該増運賃・増料金について、300 円の払いもどし手数

料を差し引いた額の払いもどしをすることがあります。 

（不正使用） 

第 24 条 次に掲げる各号のいずれかに該当する場合には、ＥＸ－ＩＣ運送契約に基づく旅

客運送請求権を無効とし、旅客規則第 264 条及び第 267 条の定めにより乗車区間及び利

用設備に対する旅客規則に定める普通旅客運賃・料金及びその２倍に相当する増運賃・

増料金を収受します。また、この場合、ＩＣ乗車票、ＥＸ－ＩＣカード若しくはエクス

プレス予約会員証を回収し、又はＥＸ－ＩＣ携帯電話機のＥＸ－ＩＣ携帯電話機として

の登録を取り消すことがあります。 

(1) 無効なＥＸ－ＩＣカード等を使用して入場し乗車したとき 

(2) 第 13 条に定めるＥＸ－ＩＣカード等の呈示等を拒んだとき 

(3) 他人の個人名がカードの表面に記載された記名式ＥＸ－ＩＣカード又は他人の個人

名が利用者として登録されたＥＸ－ＩＣ携帯電話機を使用して入場し乗車したとき 

(4) 会員が使用させる者として指定した者以外の者が非記名式ＥＸ－ＩＣカードを使用

して入場し乗車したとき 

(5) 係員の承諾を得ずにＥＸ－ＩＣ運送契約で約定した区間以外の区間又は利用設備以

外の設備を利用したとき 
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(6) ＥＸ－ＩＣ運送契約を締結せずにＥＸ－ＩＣカード等又はＩＣご利用票を使用して

入場し乗車したとき（ただし、係員が特に認めた場合を除きます。） 

(7) ＥＸ－ＩＣ運送契約で約定した１回の乗車について、複数のＥＸ－ＩＣカード等を

使用して入場したとき又はＥＸ－ＩＣカード等と第８章に定めるＩＣ乗車票の両方を

使用して入場したとき 

(8) その他ＥＸ－ＩＣカード等又はＩＣご利用票を不正乗車の手段として使用したとき 

 

第６章 輸送障害 

（運行不能、遅延によりＥＸ－ＩＣ乗車を見合わせた場合の払いもどし） 

第 25 条 ＥＸ－ＩＣ運送契約で約定した乗車列車が運行不能又は約定した着駅の到着時刻

に２時間以上遅延することが確実となったことを理由にＥＸ－ＩＣ乗車を見合わせた場

合は、ＥＸ－ＩＣ乗車を見合わせたＥＸ－ＩＣ運送契約の運賃等について、無手数料に

て全額を払いもどしします。 

２ ＥＸ－ＩＣ運送契約で約定した乗車列車の運行不能又は２時間以上の遅延の発生が予

測される場合には、ＥＸ－ＩＣ乗車を見合わせたＥＸ－ＩＣ運送契約の運賃等を、前項

の定めに準じて無手数料にて全額を払いもどしすることがあります。この場合、その取

扱いについて各駅等でご案内するとともに、エクスプレスサービスのウェブサイトにて

お知らせします。 

（乗車後に運行不能、遅延があった場合の払いもどし等） 

第 26 条 ＥＸ－ＩＣ乗車中の列車が運行不能となった場合又は約定した着駅の到着時刻に

２時間以上遅延することが確実な場合には、お客様は次の各号に掲げるいずれかの取扱

いを選択のうえ請求することができます。 

(1) ＥＸ－ＩＣ運送契約において約定した発駅又は途中駅への無賃送還 

(2) 旅行中止 

(3) 同一方向の他の列車（ＥＸ－ＩＣ路線に限る）による旅行の継続 

２ 前項に定める取扱いを行った場合は、旅行終了後にお客様が当該ＥＸ－ＩＣ運送契約

に係るＥＸ－ＩＣカード等をＩＣ窓口に呈示したとき又は前項第１号に定める取扱いを

行った場合で発駅での出場時にＩＣ自動改札機により電磁的証明を受けたときに、次の

各号に定める額を払いもどしいたします。 

(1) 前項第１号に定める取扱いを行った場合は、収受したＥＸ－ＩＣ運送契約の運賃等

全額。ただし、途中駅への無賃送還を選択した場合は、途中駅を旅行中止駅とみなし、

次号により計算した額。 

(2) 前項第２号に定める取扱いを行った場合は、旅行中止駅からＥＸ－ＩＣ運送契約で

約定した着駅までの旅客規則に定める普通旅客運賃と、ＥＸ－ＩＣ運送契約で約定した

全区間に対して別に定める額を加えた額。ただし、ＥＸ－ＩＣ運送契約の運賃等を限度

とします。 
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(3) 前項第３号に定める取扱いを行った場合は、ＥＸ－ＩＣ運送契約で約定した全区間

に対して別に定める額 

３ 乗車列車がＥＸ－ＩＣ運送契約で約定した着駅の到着時刻に２時間以上遅延した場合、

旅行終了後にお客様が当該ＥＸ－ＩＣ運送契約に係るＥＸ－ＩＣカード等をＩＣ窓口に

呈示したとき又は着駅での出場時にＩＣ自動改札機により電磁的証明を受けたときは、

区間ごとに別に定める額を払いもどしします。 

（東京駅を着駅とするＥＸ－ＩＣ運送契約の運賃等の払いもどしの特例） 

第 27 条 東京駅を着駅とするＥＸ－ＩＣ運送契約を締結している場合で、品川駅と東京駅

との区間が乗車できなくなったことによる払いもどしについては、品川駅を当該ＥＸ－

ＩＣ運送契約の着駅とみなして取り扱うものとします。このとき、東京駅を着駅とする

ＥＸ－ＩＣ運送契約の運賃等と実際に乗車した区間及び利用設備に係るＥＸ－ＩＣ運送

契約の運賃等とを比較し、過剰額があれば払いもどしします。 

２ 前項に定める場合で、乗車列車が品川駅において同駅の到着時刻に２時間以上遅延し

ていた場合は、前項に定める払いもどしに加えて、前条第３項の定めにより発駅から品

川駅までの区間ごとに別に定める額を払いもどしします。 

（その他の払いもどし） 

第 28 条 前３条のほか、別に定めるところにより、収受したＥＸ－ＩＣ運送契約の運賃等

の一部又は全部の払いもどしをすることがあります。 

（責任） 

第 29 条 第 25 条から第 28 条に定める払いもどしのほか、運行不能、遅延等の輸送障害に

伴ってお客様に発生した不利益等については、その理由の如何を問わず当社又は他社は

一切の責任を負いません。 

 

第７章 システム等の障害 

（ＥＸ－ＩＣカード等による入場の中止） 

第 30 条 次に掲げる各号のいずれかに該当する場合には、ＥＸ－ＩＣカード等によりＩＣ

自動改札機を通過して入場する取扱いを中止することがあります。 

(1) システム等に障害が発生した場合 

(2) システム等の保守が必要となった場合 

(3) 駅の停電等によりＩＣ自動改札機等が使用できなくなった場合 

(4) その他運輸上又は安全上の都合によりＩＣ自動改札機を通過して入場する取扱いを

継続することが困難になった場合 

２ 前項に定めるほか、ＥＸ－ＩＣカード等の不良によりＩＣ自動改札機での入場処理が

できない場合には、当該ＥＸ－ＩＣカード等によりＩＣ自動改札機を通過して入場する

ことはできません。 

３ 前２項の場合は、第８章の定めによりＩＣ乗車票を受け取って乗車することになりま
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す。 

（システム等の障害等が発生した場合の特殊な取扱い） 

第 31 条 システム等の障害等によりＥＸ－ＩＣカード等によりＩＣ自動改札機を通過して

入場することができない場合であっても、前条第１項の定めにかかわらず、ＥＸ－ＩＣ

カード等による入場を認める場合があります。ただし、当該乗車に有効なＥＸ－ＩＣ運

送契約がない場合は入場できません。 

２ 前項に定めるほか、システム等の障害が発生した場合は、社会通念上、お客様の利便

性を損なわない範囲でこの約款に定める取扱いと異なる取扱いをすることがあります。 

３ システム等の障害等によりＥＸ－ＩＣカード等によりＩＣ自動改札機を通過して入場

することができないことによってお客様に発生した不利益については、前条第３項又は

前２項の措置を取ることから、当社又は他社は一切の責任を負いません。 

 

第８章 ＩＣ乗車票 

（受取） 

第 32 条 ＥＸ－ＩＣカード等によりＩＣ自動改札機を通過して入場することができない場

合には、ＥＸ－ＩＣ運送契約に基づく旅客運送請求権の行使にあたって、別に定める窓

口等においてＩＣ乗車票を受け取って入場することができます。 

２ ＩＣ乗車票の受取を行う場合には、別に定める場合を除き、ＥＸ－ＩＣ運送契約の決

済用カード、ＥＸ－ＩＣカード又はエクスプレス予約会員証のほか、決済用カードの暗

証番号の入力が必要です。ただし、駅等の窓口で決済用カードによる受取を行う場合は、

所定の帳票への自署等によることができます。 

３ ＩＣ乗車票は他人に譲渡することはできません。 

（ＩＣ乗車票による入場） 

第 33 条 ＩＣ乗車票により入場する際には、駅において別に定める改札口に設置された自

動改札機によりＩＣ乗車票の改札を受けるものとします。 

２ 前項の定めによる改札の際には、自動改札機においてＩＣ乗車票を読み取ることによ

って、当該お客様がＥＸ－ＩＣ運送契約に基づく旅客運送請求権の権利者であることの

確認を行います。 

３ 前項に定める確認が完了した時点で、ＥＸ－ＩＣ運送契約の履行を開始したものとし

ます。 

４ 第２項に定める確認ができなかった場合には、ＥＸ－ＩＣ運送契約締結に基づく旅客

運送請求権を行使することはできません。 

５ ＩＣ乗車票による入場は、ＥＸ－ＩＣ運送契約において約定した乗車日当日に限って

可能です。 

（ＩＣ乗車票の呈示等） 

第 34 条 ＩＣ乗車票により入場した後は、係員は、駅及び列車内において、いつでもＩＣ
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乗車票の呈示を請求することができます。 

（ＩＣ乗車票による出場） 

第 35 条 ＩＣ乗車票により入場したお客様が着駅において出場する際には、駅において別

に定める改札口に設置された自動改札機により入場の際に使用したＩＣ乗車票の改札を

受けるものとします。 

２ 前項の定めによる改札の際には、自動改札機においてＩＣ乗車票を読み取り、入場情

報等を確認します。 

３ 駅において別に定める改札口に設置された自動改札機を通過して出場した時点で、Ｅ

Ｘ－ＩＣ運送契約の履行を完了したものとします。 

（ＩＣ乗車票の払いもどし等） 

第 36 条 ＩＣ乗車票の払いもどし等は、第 22 条の定めにかかわらず、別に定める場合を

除き、ＩＣ乗車票を発売した会社の駅の窓口でのみすることができます。 

（ＩＣ乗車票の紛失） 

第 37 条 ＩＣ乗車票の紛失により、入場時に第 33 条に定めるＩＣ乗車票の改札を受けら

れなかった場合、第 34 条の定めによる係員からの請求時にＩＣ乗車票の呈示をできなか

った場合又は出場時に第 35 条に定めるＩＣ乗車票の改札を受けられなかった場合には、

旅客規則第 268 条に定める乗車券類の紛失として取扱います。ただし、その後再収受証

明書の発行の日の翌日から１年以内に、お客様が当該乗車に係るＩＣ乗車票を再収受証

明書とともにＩＣ窓口に提出した場合には、当初のＥＸ－ＩＣ運送契約の運賃等及び増

運賃・増料金を収受していた場合の当該増運賃・増料金について、300 円の払いもどし手

数料を収受して払いもどしをすることがあります。 

（ＩＣ乗車票の不正使用） 

第 38 条 第 24 条各号に定める場合の他、次に掲げる各号のいずれかに該当する場合には、

関係するＥＸ－ＩＣ運送契約に基づく旅客運送請求権を無効とし、所持しているＩＣ乗

車票を回収のうえ、旅客規則第 264 条及び第 267 条の定めにより乗車区間及び利用設備

に対する旅客規則に定める普通旅客運賃・料金及びその２倍に相当する増運賃・増料金

を収受します。また、ＥＸ－ＩＣカード若しくはエクスプレス予約会員証を回収し、又

はＥＸ－ＩＣ携帯電話機のＥＸ－ＩＣ携帯電話機としての登録を取り消すことがありま

す。 

(1) 第 34 条に定めるＩＣ乗車票の呈示を拒んだとき 

(2) ＩＣ乗車票をＥＸ－ＩＣ運送契約を締結した者以外の者が使用したとき 

(3) その他ＩＣ乗車票を不正乗車の手段として使用したとき 

（運行不能、遅延があった場合の払いもどしの取扱い） 

第 39 条 ＩＣ乗車票を受け取った後の第 25 条第１項又は第 26 条に定める運賃等の払いも

どしについては、第 26 条第２項及び第３項の定めにかかわらず、ＩＣ乗車票を別に定め

る駅の窓口に呈示した場合に限って取り扱うものとします。 
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第９章 その他 

（特殊な取扱い） 

第 40 条 特段の事情がある場合は、社会通念上、お客様に不利とならない範囲でこの約款

に定める取扱いとは異なる取扱いをすることがあります。 

 

改 正 

平成 21 年３月社通達第 96 号 

同 21 年８月社通達第 38 号 

同 22 年２月社通達第 79 号 

同 22 年６月社通達第 24 号 

同 23 年３月社通達第 87 号 

同 24 年２月社通達第 66 号 

同 24 年７月社通達第 29 号 

 

 

前 文（平成 20 年３月 14 日社通達第 73 号） 

〔前略〕平成 20 年４月１日から施行する。 

附 則（平成 21 年３月 19 日社通達第 96 号） 

この通達は、平成 21 年４月１日から施行する。 

附 則（平成 21 年８月 12 日社通達第 38 号） 

この通達は、平成 21 年８月 29 日から施行する。 

附 則（平成 22 年２月 25 日社通達第 79 号） 

この通達は、平成 22 年３月 13 日から施行する。 

附 則（平成 22 年６月 23 日社通達第 24 号） 

この通達は、平成 22 年７月１日から施行する。 

附 則（平成 23 年３月７日社通達第 87 号） 

この通達は、平成 23 年３月 12 日から施行する。 

附 則（平成 24 年２月 23 日社通達第 66 号） 

この通達は、平成 24 年３月１日から施行する。 

附 則（平成 24 年７月５日社通達第 29 号） 

この通達は、平成 24 年７月 21 日から施行する。ただし、第１条第３項の改正は平成 24

年７月 16 日から施行する。 

 

 


